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農
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跡
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ぐ
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農
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々
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五
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休
が
五
月
と
九
月
の
二
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三
連
休
が
四
回
と
連
休
の
多
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年
で
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新
幹

線
も
高
速
道
路
も
始
め
は
下
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、
終
り
近
く
は
上
り
が
、
満
員
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滞
が
続
き
ま
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。
子
供
を
連
れ
祖
父
母
の
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つ
故
郷
へ帰
る
。
親
に
し
て
み
れ
ば
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見
聞
す
る
総
べ
て
が
懐
し
く
、
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供
以
上
に
楽
し
ん
で
居
ら
れ
る
様
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を
よ
く
よ
ま
れ
て
ま
す
。
中
句
の
親
が
楽
し
む
が
い
い
で
す
。
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養
（特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）は
公
的
な
施
設
で
、
常
に
介
護
が
必
要
な
状
態
で
自
宅
で
の
介
護
が
困
難

で
入
居
さ
れ
て
る
施
設
で
す
。
元
気
な
頃
は
何
に
か
と
ご
指
導
頂
き
、
可
愛
い
が
っ
て
下
さ
っ
た
、
お
姉
さ
ん

が
、
お
話
し
も
出
来
な
い
可
哀
想
な
状
態
を
秋
さ
び
し
で
よ
く
あ
ら
は
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。
話
は
出
来
な
く
て
も

来
て
頂
け
る
喜
び
の
有
る
方
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。
お
大
事
に
し
て
上
げ
て
下
さ
い
。
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